
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所学校教育課

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和７年１２月５日（金）１３：１５～１６：００ 

○会 場：万葉ふれあいセンター（南相馬市鹿島区寺内字迎田２２） 

○参加者：相双域内の小・中・義務教育学校の教員、市町村教育委員会指導主事等 合計５８名 

○内 容：① 講義「各種学力調査の結果を踏まえた授業改善の方策」 

② 講義「エビデンスに基づく授業改善について」 
③ 研究協議「各校における強みと今後の取組について」 

〇相双地区の現状として、安全・安心な環境が整っていることで、学びの充実（生徒指 

導と学習指導の一体化）につながっていることをデータとして確かめることができました。 

〇学ぶ環境は整っているが、教師と児童の視点や気持ちが合っていないと自己肯定感に 

つながらないと思いました。児童が何を求めているのかをしっかりと把握し、学力の定着 

へつなげていきたいです。 

〇できないことより強みを見つけて、その強みを伸ばしていけるような授業改善を日々研究 

していこうと思いました。 

〇ふくしま学力調査結果分析グラフ化ツールの使い方を実際に見せていただき、大変参考になりました。学力の伸びについ

て先生方で協議できたら、もっと子どもの強みに目を向けられると分かりました。 

〇各調査結果を分析し、そこから得られたことを基に、子どもたちに対応していく大切さを改めて実感することができました。 

〇広野小と鹿島中の実践を始めとした他校の取組を知り、実践してみたいと思いました。 

〇これから教育課程編成の時期になるので、次年度に生かせるように取り入れていきたいです。 

〇教師一人一人の得意分野を生かし、チームで協力することが学力向上につながっていくことを改めて感じました。 

〇情報をインプットするだけではなく、アウトプットすることで、自校での取組や強みにより自信をもつことができました。 

EPORT
研修会

【研修のまとめ】 

○ ふくしま学力調査の目的を踏まえ、各学校においては分析ツール（結果帳票、分析グラフ化ツール）を活

用し、詳細な分析結果から実態を捉え、授業の質の向上やよりよい学級集団づくりに生かしていくことで、児

童生徒一人一人の学力を確実に伸ばすことが望まれる。 

○ ふくしま学力調査の児童生徒質問紙調査結果を見ると、各校の努力や成果が見られる一方で、自己肯

定感や学習の活用意識に関する数値が伸び悩んでいる。 

○ 学校の組織力を最大限に生かした授業改善の取組や児童生徒の学びの充実を目指した教師の授業力

の向上等、各学校で実践されている効果的な取組について情報共有し、自校の強みを生かしつつさらなる

授業の質の改善につなげていくことが期待される。  
 

 研修の感想 

   


